
JP 4136858 B2 2008.8.20

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
物体の位置を検出するための位置検出装置であって、
３０ＧＨｚから３０ＴＨｚの周波数帯域内の電磁波を検出するための検出部と、
前記検出部を格納している筐体と、
前記筐体の外形情報を記憶している記憶部と、
前記筐体に対して前記検出部と反対側に位置する物体から発生し、且つ前記筐体を透過し
てくる前記電磁波を、前記検出部が検出することにより取得される情報から、該物体と該
検出部との相対的な位置情報を演算するための演算部と、を有し、
前記演算部は、演算して取得される前記物体と前記検出部との相対的な位置情報と、前記
記憶部が記憶している外形情報とを用いて、前記筐体と前記物体との相対的な位置情報を
演算することを特徴とする位置検出装置。
【請求項２】
前記検出部に入射する前記電磁波を集光させるための集光部を有することを特徴とする請
求項１に記載の位置検出装置。
【請求項３】
　前記電磁波が前記集光部に入射する角度と該集光部の屈折率とから、該電磁波が前記検
出部に入射する角度を求めることを特徴とする請求項２に記載の位置検出装置。
【請求項４】
　前記検出部に入射する前記電磁波の強度を用いて、前記物体から発生して該検出部まで
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伝搬する該電磁波の伝搬距離を求めることを特徴とする請求項２に記載の位置検出装置。
【請求項５】
前記記憶部が前記強度と前記伝搬距離との関係を記憶し、
前記演算部は、前記関係に基づいて該伝搬距離を求めることを特徴とする請求項４に記載
の位置検出装置。
【請求項６】
前記電磁波が前記集光部に入射する角度と、該集光部の屈折率と、該検出部に入射する該
電磁波の強度とから、前記物体と該検出部との相対位置を演算することを特徴とする請求
項２に記載の位置検出装置。
【請求項７】
　前記記憶部が、前記外形情報に加え、前記筐体に関する物性の分布情報を記憶し、
前記演算部は、前記分布情報に基づいて前記筐体と前記物体との相対位置を演算すること
を特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の位置検出装置。
【請求項８】
　前記相対的な位置情報とは、空間位置情報であることを特徴とする請求項１乃至７のい
ずれか１項に記載の位置検出装置。
【請求項９】
　前記記憶部が記憶している前記外形情報とは、前記筐体の形状についての空間座標デー
タであることを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の位置検出装置。
【請求項１０】
請求項１乃至９のいずれか１項に記載の位置検出装置を含み構成される情報入力装置であ
って、
情報端末装置と、
前記演算部が演算した前記相対位置に基づいて、前記情報端末装置の動作を制御するため
の制御部と、
を有することを特徴とする情報入力装置。
【請求項１１】
物体の位置を検出するための位置検出装置であって、
３０ＧＨｚから３０ＴＨｚの周波数帯域内の電磁波を検出するための検出部と、
前記検出部を格納している筐体と、
前記筐体の外形情報を記憶している記憶部と、
前記筐体に対して前記検出部と反対側に位置する物体から発生し、且つ前記筐体を透過し
てくる前記電磁波を、前記検出部が検出することにより取得される情報から、該物体と該
検出部との相対的な位置情報を演算するための演算部と、を有し、
前記検出部が検出することにより取得される情報が、前記筐体に入射する該電磁波の入射
角度及び強度であり、
前記演算部は、前記入射角度と前記強度とから前記物体と前記検出部との相対的な位置情
報を演算し、且つ、演算して取得される前記物体と前記検出部との相対的な位置情報と、
前記記憶部が記憶している外形情報とを用いて、前記筐体と該物体との相対的な位置情報
を演算することを特徴とする位置検出装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インターフェース部分を透過する電磁波を利用して、電磁波を放射する物体
の空間位置の情報を知る空間位置検出方法及び装置、物体とインターフェース部分の位置
関係についての情報を検出したらそれを所定の解釈方法に従って処理して装置の動作、情
報や信号の入力状態を制御する情報入力方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　空間位置検出装置として、例えば、複数の赤外線カメラを用いて、人体から放射する赤
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外線より画像を形成し、検出された画像より人体の中心座標を演算し、位置を検出する３
次元位置検出装置がある（特許文献１参照）。また、ＬＥＤよりビームを放射し、物体よ
り反射される電磁波より、反射光の角度と強度を演算し、物体の位置を検出するものがあ
る（特許文献２参照）。
【０００３】
　また、電磁波を利用した情報入力装置としては、タッチパネルやペン入力装置が一般的
である。例えば、ペン先より放射する光の２箇所ある受光素子（ＣＣＤとレンズで構成）
への入射角度情報を、ＣＣＤ表面への光の照射位置情報より求めて、ペン先の位置を検出
するペン入力装置がある（特許文献３参照）。
【特許文献１】特開平０７-０３５８４２号公報
【特許文献２】特開平０８-０８２６７０号公報
【特許文献３】特開平０６-１６８０６５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
上記赤外線を用いる空間位置検出装置では、複数の赤外線カメラの像より物体の３次元画
像を構成するため、個々の赤外線カメラの赤外線像には、或る程度の角度情報が含まれて
いないと、物体の３次元画像を構成することは難しい。各赤外線像に角度情報を含ませる
ためには、赤外線カメラを空間的に配置する必要があり、装置構成が大きくなるという課
題がある。また、上記ＬＥＤを用いて、物体の反射光と強度より位置を検出する装置では
、別途光源用の駆動装置が必要になり、こちらも装置構成が大きくなるという課題がある
。
【０００５】
　また、上記ペン入力装置では、ペン先より光を放射し、受光素子への光の入射角度情報
より位置を検出しているが、少なくとも、インターフェース部分前面に受光素子を配置す
るスペースを確保しなくてはならない。さらに、この場合、光は直進性を有するため、例
えば、凹凸や曲面を有したインターフェース部分への位置検出用の受光素子配置が難しい
といった、レイアウトの自由度に課題がある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題に鑑み、本発明の空間位置検出方法は、任意形状を有していて一方の側から他
方の側への情報や信号の伝達に係わるインターフェース部分に対する物体の相対的な空間
位置の情報を検出する空間位置検出方法であって、該インターフェース部分を透過する該
物体からの電磁波を検出して、その検出結果に基づいて物体の空間位置座標に関する情報
（これは、その時々の位置座標データであってもよいし、位置座標データの時間的変化の
態様などであってもよい）を演算することを特徴とする。
【０００７】
上記本発明の空間位置検出方法において、以下のようなより具体的な態様が可能である。
【０００８】
典型的には、前記インターフェース部分を透過する物体からの電磁波を集光することによ
って生じる集光スポットの位置を求めて電磁波を検出する。この集光手段としては、透過
型のレンズ、曲面を有する反射型のミラーなどがある。集光手段がインターフェース部分
の内面などに直接形成されている態様も可能である。また、物体からの電磁波を検出する
変位検出手段としては、複数の電磁波検出素子で構成されたもの、複数の電磁波検出素子
とアンテナアレイで構成されたものなどがある。集光手段は、変位検出手段のなるべく近
くに配置される方が、集光手段のサイズが小さく出来て都合が良い。また、好ましくは、
上記物体の先端は、電磁波を放射する熱源を有する。
【０００９】
また、予め前記インターフェース部分の形状情報を空間座標データとして記憶しておき、
前記物体の空間位置座標と、該記憶されているインターフェース部分の空間座標データよ
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り、物体のインターフェース部分に対する相対的な空間位置情報に関する情報を演算する
ようにもできる。
【００１０】
また、上記物体からの電磁波を集光する場合、集光スポットの強度分布のうち、最も信号
強度が強い位置を集光スポットの位置として求め、該集光スポットの位置と電磁波を集光
する際の光学特性より、物体から前記インターフェース部分に入射する電磁波の入射角度
を求め、集光スポットの強度と物体からの電磁波の入射角度より、物体の空間位置座標に
関する情報を演算することができる。この場合、使用開始時に、前記物体の既知の位置に
おける集光スポットの強度を測定することによって、集光スポットの強度と電磁波の伝搬
距離の関係に補正をかけてもよい。或いは、前記物体からの電磁波を複数集光して生じる
複数の所定面上の集光スポットの位置を求め、複数の集光スポットの強度分布のうち、最
も信号強度が強い位置を集光スポットの位置としてそれぞれ求め、該複数の集光スポット
の位置と電磁波を集光する際の光学特性より、物体からの電磁波が前記インターフェース
部分に入射する際の複数の電磁波の入射角度を求め、複数の電磁波の入射角度より、物体
の空間位置座標に関する情報を演算することもできる。
【００１１】
また、予め前記インターフェース部分の物性の分布情報を記憶しておき、インターフェー
ス部分上の電磁波の入射角度位置における、インターフェース部分が与える電磁波の伝搬
特性への影響を考慮し、物体の空間位置に関する情報の演算に補正をかけてもよい。この
場合、物性情報記憶部は、前記インターフェース部分の周辺環境に応じて、インターフェ
ース部分の物性の分布情報を更新するようにもできる。
【００１２】
また、指向性及び透過性の観点から、好ましくは、前記物体より放射する電磁波の周波数
帯域は、30ＧＨｚから30ＴＨｚのうち、任意の帯域幅を有する電磁波を用いる。
【００１３】
　更に、上記課題に鑑み、本発明の情報入力方法は、上記の空間位置検出方法を用いた情
報入力方法であって、前記インターフェース部分の任意の地点と前記物体との相対的な距
離に関する情報をモニタし、該モニタ結果を所定の解釈方法に従って処理して、装置の動
作、情報や信号の入力状態を制御することを特徴とする。
【００１４】
更に、上記課題に鑑み、本発明の空間位置検出装置は、上記の空間位置検出方法を行なう
ための空間位置検出装置であって、前記インターフェース部分を透過する物体からの電磁
波を検出する少なくとも1つの電磁波検出部と、その検出結果に基づいて物体の空間位置
座標に関する情報を演算する位置演算部を少なくとも有し、インターフェース部分は、物
体からの電磁波を透過する特性を持ち、少なくとも電磁波検出部と位置演算部を、インタ
ーフェース部分を境に物体とは反対側の空間内に備える（或いは内包する）ことを特徴と
する。また、本発明の位置検出装置は、物体の位置を検出するための位置検出装置であっ
て、３０ＧＨｚから３０ＴＨｚの周波数帯域内の電磁波を検出するための検出部と、前記
検出部を格納している筐体と、前記筐体の外形情報を記憶している記憶部と、前記筐体に
対して前記検出部と反対側に位置する物体から発生し、且つ前記筐体を透過してくる前記
電磁波を、前記検出部が検出することにより取得される情報から、該物体と該検出部との
相対的な位置情報を演算するための演算部と、を有し、前記演算部は、演算して取得され
る前記物体と前記検出部との相対的な位置情報と、前記記憶部が記憶している外形情報と
を用いて、前記筐体と前記物体との相対的な位置情報を演算することを特徴とする。また
、本発明の位置検出装置は、物体の位置を検出するための位置検出装置であって、３０Ｇ
Ｈｚから３０ＴＨｚの周波数帯域内の電磁波を検出するための検出部と、前記検出部を格
納している筐体と、前記筐体の外形情報を記憶している記憶部と、前記筐体に対して前記
検出部と反対側に位置する物体から発生し、且つ前記筐体を透過してくる前記電磁波を、
前記検出部が検出することにより取得される情報から、該物体と該検出部との相対的な位
置情報を演算するための演算部と、を有し、前記検出部が検出することにより取得される
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情報が、前記筐体に入射する該電磁波の入射角度及び強度であり、前記演算部は、前記入
射角度と前記強度とから前記物体と前記検出部との相対的な位置情報を演算し、且つ、演
算して取得される前記物体と前記検出部との相対的な位置情報と、前記記憶部が記憶して
いる外形情報とを用いて、前記筐体と該物体との相対的な位置情報を演算することを特徴
とする。
【００１５】
更に、上記課題に鑑み、本発明の情報入力装置は、上記の空間位置検出装置を有する情報
入力装置であって、前記インターフェース部分を境に物体とは反対側の空間内に備えられ
るか、または内包され、インターフェース部分の任意の地点と物体との相対的な距離に関
する情報をモニタし、該モニタ結果を所定の解釈方法に従って処理して、装置の動作、情
報や信号の入力状態を制御する情報入出力制御部を有することを特徴とする。また、本発
明の情報入力装置は、上記の位置検出装置を含み構成される情報入力装置であって、情報
端末装置と、前記演算部が演算した前記相対位置に基づいて、前記情報端末装置の動作を
制御するための制御部と、を有することを特徴とする。
【００１６】
上記本発明の情報入力装置において、以下のようなより具体的な構成を採り得る。すなわ
ち、情報入出力制御部は、前記インターフェース部分を幾つかの領域に分割し、各領域の
位置情報と、各領域について前記情報入力装置が行う動作を関連づけ、各領域を或る所定
の機能を有する仮想的な制御素子として管理しうる。また、情報入力装置を構成するデバ
イスに対応する領域については、該デバイスの動作をそれぞれ制御しうる。そして、前記
物体は電磁波を放射する人体の一部であり、情報入出力制御部は、ボタンやスイッチに対
応する仮想的な制御素子に該物体が接近した時、該仮想的な制御素子と該物体との距離を
モニタし、ある一定の距離を下回るか、接触した場合に、予め関連づけられた動作を行い
、また、該デバイスに物体が接近した時、或る一定の距離を下回るか、接触した場合に、
該デバイスを動作させ得る。また、全ての該仮想的な制御素子や該デバイスに、物体が一
定期間近づくことがない場合、情報入力装置の動作を或る所定のモードにすることもでき
る。
【００１７】
また、情報入出力制御部は、前記インターフェース部分をGUI(Graphical
User Interface)が使用可能なディスプレイ領域と使用不可能な領域に分割し、GUIを構成
する要素の位置と、その要素によって前記情報入力装置が行う動作を管理するようにでき
る。そして、前記物体は前記電磁波を放射するペン型の入力装置であり、該情報入出力制
御部は、該GUIを構成する要素と物体との距離をモニタし、或る一定の距離を下回るか、
接触した場合に、予め関連づけられた動作を行うようにできる。また、該ディスプレイ領
域に、物体を用いて直接情報を書き込む場合、該物体の先端とディスプレイ領域の距離に
よって、線幅を変化させたり、色調を変化させるといった制御を行うようにもできる。
【００１８】
また、情報入出力制御部は、前記インターフェース部分上のGUIを構成する要素の位置と
、その要素によって前記情報入力装置が行う動作を管理するようにできる。そして、前記
物体は前記電磁波を放射する人体の一部であり、該情報入出力制御部は、該GUIを構成す
る要素と物体との距離をモニタし、或る一定の距離を下回るか、接触した場合に、予め関
連づけられた動作を行うようにできる。また、該物体を用いて所定のシンボルをインター
フェース部分上になぞることにより、該情報入力装置の動作を制御するようにもできる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、インターフェース部分を透過する電磁波を検出することにより、例え
ば、温度を有する物体から自然放射されている電磁波を利用し、この電磁波を発生する物
体の、インターフェース部分に対する相対的な位置を検出し、インターフェース部分と電
磁波を発生する物体との相対的な距離ないし位置関係に関する情報によって、装置の動作
などを制御する様にできるので、以下のような効果が期待できる。
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【００２０】
　インターフェース部分近傍の物体の位置検出技術に関し、特別な信号源や走査機構を用
いずに物体の空間位置検出を実現する方法及び装置を提供できる。また、その空間位置検
出技術を用いて検出された空間位置に関する情報を所定の解釈方法に従って処理して装置
の動作、情報や信号の入力状態を制御する情報入力方法及び装置を提供できる。
【００２１】
インターフェース部分には、使用する電磁波を透過する特性のみを有していれば、物体の
位置を特定するための特別な機械的な走査機構などは必要なくできるため、装置の小型化
が容易に実現できる。また、このような機械的な走査機構が必要ないということは、例え
ばディスプレイ装置を考えた場合、情報の入出力を行うディスプレイ部のサイズを最大に
保つことができるなど、装置レイアウトの自由度を上げられる。
【００２２】
物体とインターフェース部分との相対的な位置関係を求めているため、インターフェース
部分の形状は必ずしも平面である必要はなく、様々な形状を有するインターフェース部分
に対する位置検出への応用が容易である。
【００２３】
　物体とインターフェース部分の相対的な位置関係に関する情報より、情報の操作などを
行うようにもできるため、ボタン、スイッチ等の機械的な部品を大幅に減らすことが可能
になり、装置の小型化が容易に実現できる。
【００２４】
人が自然に行う動作、或いは情報入力装置の取り巻く環境状況などによって、装置動作な
どを制御するようにもできるので、操作性も上がり、誤作動を防止することもできる。
【００２５】
　装置のインターフェース部分自体の物性の分布特性や、周辺環境を考慮して、検出する
物体の位置情報に対して補正をかける場合、より正確な位置検出が可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　本発明の実施の形態について、図面を参照して説明する。図中、同一部分に関しては、
同符号を用いる。
【００２７】
　図１に本発明の物体の空間位置検出装置の一実施形態に関するブロック図を示す。図１
のように、本実施形態の空間位置検出装置は、電磁波106を放射する物体101（人の手など
）、電磁波106を透過するインターフェース部分102、インターフェース部分102を透過し
た電磁波106を検出する電磁波検出部103、電磁波検出部103の出力より物体101のインター
フェース部分102に対する相対的な位置座標に関するデータ（これは、その時々の位置座
標データであってもよいし、位置座標データの時間的変化の態様などであってもよい）を
演算する位置演算部104、インターフェース部分102の形状データを予め記憶させておく形
状記憶部105で構成される。
【００２８】
　本発明で用いるインターフェース部分102とは、電磁波検出部103、位置演算部104、形
状記憶部105などを内包する装置の筐体、素子の外殻、外殻の一部などを指し、インター
フェース部分102を透過する電磁波106を用いて、情報のやり取りを行う場所である。イン
ターフェース部分102の実例をあげるとすると、タッチパネルのディスプレイ部分、携帯
電話やモバイルパソコン等のパッケージ部分、ボタンやスイッチといった個別素子に人が
接触する部分を指す。ただし、これらに限定されるものではない。特に情報の入出力を扱
う場合、図２に示すように、物体101とインターフェース部分102の相対的な位置関係につ
いての情報によって、何らかのレスポンスを与えるための制御部として、情報入出力制御
部201を更に内包してもよい。
【００２９】
典型的には、本発明で用いる電磁波106は、30ＧＨｚから30ＴＨｚまでの周波数帯域のう
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ち、任意の周波数帯を占有する電磁波である。この帯域の電磁波は、光の直進性（指向性
）に加えて、物体を或る程度透過するという電磁波の性質を併せ持つことが知られている
。また、人の手などの温度を有する物体は、例えば次式に示すように、プランクの式とし
て、温度Ｔに依存した電磁波を放射することが知られている。
Bν(T)=(2hν3/c2)/{exp(hν/kT)-1}
ここで、Bν(T)：分光放射輝度、h：プランク定数、ν：振動数、c：光速度、k：ボルツ
マン定数、T：物体の絶対温度、である。電磁波106を放出する物体101として、人体の一
部を想定した場合、その人体の一部が有する絶対温度Ｔに応じた電磁波スペクトルが得ら
れることを意味している。本実施形態では、物体として人体の一部を想定しているが、こ
れに限るものではない。
【００３０】
　インターフェース部分102を透過する電磁波106を検出する電磁波検出部103の構成例を
図３、図４に示す。これらの図のように、電磁波検出部103は、典型的には、インターフ
ェース部分102を透過する電磁波106を集光する集光部301または401と、集光された電磁波
106の位置を検出する変位検出部302とで構成する。
【００３１】
　図３は、電磁波検出部103の電磁波106を集光させる集光部301として、透過型のレンズ
を用いた例を示している。この場合、電磁波106の集光スポットは、図のように、電磁波1
06の伝搬軸方向上に形成される。光学技術と同じように、一般に、この集光スポットは、
電磁波106が集光部301に入射する角度に応じて、その位置が変化する。そのため、この電
磁波106の集光スポットが生じる領域に変位検出部302を配置すると、変位検出部302上の
集光スポットの位置と、集光部301と変位検出部302の位置関係から、集光部301から変位
検出部302へ至る電磁波106の角度情報が得られる。この角度情報と、集光部301の電磁波1
06に対する屈折率を参照することで、集光スポットの位置情報を電磁波106の入射角度情
報に変換することができる。
【００３２】
図４は、電磁波検出部103の電磁波106を集光させる集光部401として、曲面を有する反射
型ミラーを用いた例を示している。この場合、電磁波106の集光スポットは、図のように
、電磁波106の伝搬軸から外れた場所に形成される。光学技術と同じように、一般に、こ
の集光スポットは、電磁波106が集光部401に入射する角度に応じて、その位置が変化する
。そのため、この電磁波106の集光スポットが生じる領域に変位検出部302を配置すると、
変位検出部302上の集光スポットの位置と、集光部401と変位検出部302の位置関係から、
集光部401から変位検出部302へ至る電磁波106の反射角度情報が得られる。そのため、こ
の反射角度情報を参照することにより、集光スポットの位置情報を電磁波106の入射角度
情報に変換することができる。
【００３３】
　例えば、変位検出部302として、少なくとも、電磁波106が有する周波数帯域幅に検出感
度を持つ、複数のアンテナ素子から成るアンテナアレイと、各アンテナに対応して配置さ
れるボロメータのような電磁波検出素子を用いた場合、電磁波106の集光スポットに対応
するアンテナ素子、及び電磁波検出素子の強度をモニタすることにより、集光スポットの
位置を検出する。変位検出部302の構成はこれに限るものではなく、例えば電磁波検出素
子だけで構成することも可能である。
【００３４】
　上記いずれの方式も、インターフェース部分102を透過する電磁波106の入射角度を求め
る方法の一例を示したものであるが、これらの方式に限るものではない。
【００３５】
　形状記憶部105は、インターフェース部分102の形状を予め空間座標データとして記憶し
ておく装置である。インターフェース部分102の空間座標の基準座標は、電磁波106を放射
する物体101とインターフェース部分102を介して対向する点、インターフェース部分102
によって内包される任意の点などとする。
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【００３６】
　位置演算部104は、電磁波検出部103より得られるインターフェース部分102を透過する
電磁波106の入射角度情報と集光スポットの強度情報、インターフェース部分102を透過す
る電磁波106に対する複数の入射角度情報などより、物体101の空間位置座標を演算する。
さらに、位置演算部104では、演算した物体101の空間位置座標を、形状記憶部105に予め
記憶されているインターフェース部分102の空間座標データを参照して、インターフェー
ス部分102に対する物体101の相対的な位置情報に変換して出力する。
【００３７】
　以下に、実際のインターフェース部分102に対する物体101の相対的な位置情報の検出方
法、及び空間位置検出装置の構成例について、図５、図６、図７、図８を用いて説明する
。ここでは、物体101の空間座標を表す方法として、図示するように、集光部301を原点と
して、紙面に対して法線方向をx軸、縦方向をy軸、横方向をz軸で表す。また、原点であ
る集光部301に対して、xy平面になす角をθ、xz平面になす角をφと表現する。
【００３８】
　図５において、物体101として人体を用い、インターフェース部分102として装置の筐体
を用いる。そのため、実際には、集光部301、変位検出部302は、筐体内部に存在する。変
位検出部302としては、アンテナアレイと複数の電磁波検出素子を用いる。アンテナアレ
イの感度は、人体より放射する電磁波の帯域中に存在するように設計する。集光部301と
しては、シリコンレンズを用いる。装置構成については、これに限るものではない。集光
部301と変位検出部302は、各素子の中心を通る線kに沿って、距離Ｌだけ離れて配置され
ている。
【００３９】
図５では、インターフェース部分102付近に存在する物体101の空間位置座標(X,Y,Z)を検
出するために、一組の集光部301と変位検出部302を用いる。物体101は、人体であるため
、電磁波106を自然放出している。この電磁波106は、インターフェース部分102と集光部3
01を介して変位検出部302に集光スポットを形成する。この電磁波106の集光スポットは、
変位検出部302を構成するアンテナアレイと複数の電磁波検出素子の強度分布を参照する
ことで特定する。そして、アンテナアレイを構成する各アンテナに対応する電磁波検出素
子の信号強度をモニタし、最も強い出力信号を出している電磁波検出素子の位置を集光ス
ポットの中心位置(x,y)とする。ここで、(x,y)は、変位検出部302の中心を原点(0,0)とす
る座標を表している。この中心座標は、上述した中心線kを通る線上にある点とする。集
光部301と変位検出部302の距離Ｌは既知のものなので、集光スポットの中心位置(x,y)と
距離Ｌによって、集光部301から変位検出部302へ至る電磁波106の出射角度(θ’,φ’)を
求めることができる。上述したように、集光部301は透過型のレンズであるシリコンレン
ズで構成するため、レンズからの出射角度(θ’,φ’)がわかれば、レンズへの入射角度
、すなわち、物体101から放射する電磁波106の入射角度(θ,φ)を求めることが可能にな
る。
【００４０】
　変位検出部302で検出する集光スポットの強度信号Ａは、物体101から放射する電磁波10
6の伝搬距離によって変化する。そのため、電磁波106の入射角度(θ,φ)と集光スポット
の信号強度Ａより、物体101の空間位置座標(X,Y,Z)を求めることができる。また、使用す
る物体101によって得られる信号強度Ａが異なる場合があるため、使用開始時に、既知の
場所、例えばインターフェース部分102の特定の場所における物体101の強度信号と伝搬距
離の関係を測定しておいて、集光スポットの強度信号Ａと電磁波の伝搬距離の関係に補正
をかける構成を有していてもよい。その後、位置演算部104は、形状記憶部105に予め記憶
されているインターフェース部分102の空間座標データを参照し、物体101の空間位置座標
(X,Y,Z)を通過するインターフェース部分102に立てた法線のうち、最も距離が短い法線が
インターフェース部分102と交わる交点を選択し、この点に対する物体101の相対的な位置
情報を算出する。
【００４１】
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このようにして、本実施形態の空間位置検出装置では、インターフェース部分102付近に
存在する物体101の空間位置座標を検出し、これをインターフェース部分102に対する物体
101の相対的な位置情報に変換できる。
【００４２】
　図６は、インターフェース部分102に対する物体101の相対的な位置情報の検出方法、及
び空間位置検出装置に関して、別の構成例を示したものである。
【００４３】
　図６においても、物体101として人体を用い、インターフェース部分102として装置の筐
体を用いる。集光部301と変位検出部302についても、図５の例と同じである。集光部301
と変位検出部302は、各素子の中心を通る線k、lに沿って、距離Lだけ離れて配置されてい
る。
【００４４】
　図６では、インターフェース部分102付近に存在する物体101の空間位置座標(X,Y,Z)を
検出するために、二組の集光部301と変位検出部302を用いる。物体101から自然放出して
いる電磁波106は、インターフェース部分102と二つの集光部301を介して二つの変位検出
部302に集光スポットを形成する。この電磁波106の集光スポットは、変位検出部302を構
成するアンテナアレイと複数の電磁波検出素子の強度分布を参照することで特定する。そ
して、アンテナアレイを構成する各アンテナに対応する電磁波検出素子の信号強度をモニ
タし、最も強い出力信号を出している電磁波検出素子の位置を集光スポットの中心位置(x

1,y1)、(x2,y2)とする。ここで、(x1,y1)、(x2,y2)は、変位検出部302の中心を原点(0,0)
とする座標を表している。この中心座標は、上述した中心線k、lをそれぞれ通る線上にあ
る点とする。集光部301と変位検出部302の距離Ｌは既知のものなので、集光スポットの中
心位置(x1,y1)、(x2,y2)と距離Ｌによって、集光部301から変位検出部302へ至る電磁波10
6の出射角度(θ1’,φ1’)、(θ2’,φ2’)を求めることができる。集光部301は透過型の
レンズであるシリコンレンズで構成するため、レンズからの出射角度(θ1’,φ1’)、(θ

2’,φ2’)がわかれば、レンズへの入射角度、すなわち、物体101から放射する電磁波106
の入射角度(θ1,φ1)、(θ2,φ2)をそれぞれ求めることが可能になる。
【００４５】
　本実施形態では、各集光部301から物体101へ至る複数の角度を求めることで、物体101
の位置を知ることができる。ここでは、各集光部301へ入射する電磁波106の二つの入射角
度(θ1,φ1)、(θ2,φ2)より、三角測量法を用いて、物体101の空間位置座標(X,Y,Z)を求
めることができる。その後、位置演算部104は、形状記憶部105に予め記憶されているイン
ターフェース部分102の空間座標データを参照し、物体101の空間位置座標(X,Y,Z)を通過
するインターフェース部分102に立てた法線のうち、最も距離が短い法線がインターフェ
ース部分102と交わる交点を選択し、この点に対する物体101の相対的な位置情報を算出す
る。
【００４６】
このようにして、本実施形態の空間位置検出装置でも、インターフェース部分102付近に
存在する物体101の空間位置座標を検出し、これをインターフェース部分102に対する物体
101の相対的な位置情報に変換することができる。
【００４７】
　図７は、インターフェース部分102に対する物体101の相対的な位置情報の検出方法、及
び空間位置検出装置に関して、さらに別の構成例を示したものである。
【００４８】
　図７でも、物体101として人体を用い、インターフェース部分102として装置の筐体を用
いる。変位検出部302は図５のものと同じである。集光部401としては、軸はずし放物面鏡
を用いる。装置構成については、これに限るものではない。変位検出部302は、集光部401
の中心を通る線kと変位検出部302の中心を通る線mとの交点から、中心線mに沿って、距離
Ｌだけ離れて配置されている。
【００４９】
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　図７では、インターフェース部分102付近に存在する物体101の空間位置座標(X,Y,Z)を
検出するため、一組の集光部401と変位検出部302を用いる。集光スポットの中心位置(x,y
)の求め方は図５の場合と同じである。集光部401と変位検出部302の距離Lは既知のものな
ので、集光スポットの中心位置(x,y)と距離Lによって、集光部401から変位検出部302へ至
る電磁波106の反射角度(θ’,φ’)を求めることができる。上述したように、集光部401
は曲面を有する反射型のミラーである軸はずし放物面鏡で構成するため、ミラーからの反
射角度(θ’,φ’)がわかれば、ミラーへの入射角度、すなわち、物体101から放射する電
磁波106の入射角度(θ,φ)を求めることが可能になる。
【００５０】
　インターフェース部分102に対する物体101の相対的な位置情報の算出方法は図５の実施
形態で説明した通りである。このようにして、本実施形態の空間位置検出装置でも、イン
ターフェース部分102付近に存在する物体101の空間位置座標を検出し、インターフェース
部分102に対する物体101の相対的な位置情報に変換することができる。
【００５１】
　図８は、インターフェース部分102に対する物体101の相対的な位置情報の検出方法、及
び空間位置検出装置に関して、さらに別の構成例を示したものである。
【００５２】
　図８においても、物体101として人体を用い、インターフェース部分102として装置の筐
体を用いる。集光部401と変位検出部302の装置構成は、図７のものと同じである。変位検
出部302は、集光部401の中心を通る線k、lと変位検出部302の中心を通る線m、ｎとの交点
から、中心線m、nに沿って、距離Lだけ離れて配置されている。
【００５３】
　図８では、インターフェース部分102付近に存在する物体101の空間位置座標(X,Y,Z)を
検出するために、二組の集光部401と変位検出部302を用いる。電磁波検出素子上の集光ス
ポットの中心位置(x1,y1)、(x2,y2)の求め方は上記実施形態で説明した通りである。また
、集光スポットの中心位置(x1,y1)、(x2,y2)と距離Ｌによって、集光部401から変位検出
部302へ至る電磁波106の反射角度(θ1’,φ1’)、(θ2’,φ2’)を求め、ミラーへの入射
角度、すなわち、物体101から放射する電磁波106の入射角度(θ1,φ1)、(θ2,φ2)を求め
る方法は図６の例で説明したものと実質的に同じである。物体101の相対的な位置情報を
算出する方法も図６の例で説明した通りである。
【００５４】
　このようにして、本実施形態の空間位置検出装置でも、インターフェース部分102付近
に存在する、物体101の空間位置座標を検出し、インターフェース部分102に対する物体10
1の相対的な位置情報に変換することができる。
【００５５】
　次に、図９に本発明の物体の空間位置検出装置の更なる他の実施形態に関するブロック
図を示す。図９の実施形態は、図１の構成に加えて、インターフェース部分102の物性の
分布情報を記憶しておく物性情報記憶部107を備える。この物性とは、インターフェース
部分102が有する形状（厚み分布など）、誘電率、電磁波吸収率などの特性であるが、こ
れに限るものではない。
【００５６】
本実施形態の特徴は以下のごときものである。電磁波106が透過するインターフェース部
分102、またはその一部分が、或る誘電性の物質で構成される場合や、或いは電磁波吸収
性の物質で構成されているとする。こうしてインターフェース部分102の周辺環境が変化
すると、インターフェース部分102を透過する電磁波106の伝搬特性は変化する。例えば、
図１１のように、インターフェース部分102が、或る厚さを有する誘電性の物質で構成さ
れる場合、インターフェース部分102に入射する電磁波106は、インターフェース部分102
を透過する過程で屈折し、電磁波検出部103へ至る伝搬経路が変化する。この現象は、特
にインターフェース部分102の周辺部にいくほど、影響が大きくなる。この伝搬経路の変
化は、物体101の位置情報において誤差の原因となることが考えられる。そこで本実施形
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態では、位置演算部104で求められた物体101の空間位置座標に関して、物性情報記憶部10
7を参照し、インターフェース部分102の物性の分布情報を取得し、そこから得られる電磁
波106の伝搬特性への影響を考慮し、演算結果に対して補正をかける。こうして、より正
確な物体101の位置情報を求めるような構成を有する。
【００５７】
この考え方は、上記実施形態の全てに適用できる。例えば、図6のように、物体101の位置
を三角測量法によって求める装置の場合、インターフェース部分102が、或る厚みを有す
る誘電性の物質で構成され、図１１のように、電磁波106の伝搬経路が変化するものとす
る。こうした場合、図6の電磁波106の各伝搬経路について、物性情報記憶部107に記憶さ
れているインターフェース部分107の誘電率と厚さの情報を参照し、屈折の影響を考慮し
た形に変換し、物体101の位置情報に対して補正をかける。図５のように、物体101から放
射する電磁波106の伝搬距離によって変化する集光スポットの強度信号を用いる場合も、
必要であれば、インターフェース部分102の透過部分の電磁波吸収率の情報を参照して、
物体101の位置情報に対して補正をかければよい。
【実施例】
【００５８】
以下、上述した空間位置検出装置を、図２や図１０に示したような情報入力装置へ適応し
た実施例を示す。ここでは、情報入出力制御部201を用いて、物体101とインターフェース
部分102の相対的な位置関係についての情報より情報や信号の操作を行う。
【００５９】
（実施例１）
　ここでは、上述した情報入力装置として、携帯電話やモバイルコンピュータ等の携帯型
の情報端末装置への適応例を説明する。図１２に本実施例における携帯型の情報端末装置
の構成を示す。ここでは、説明の都合上、携帯電話を用いるが、これに限るものではない
。本実施例では、物体101として、人体の一部を用い、インターフェース部分102として、
携帯型の情報端末装置の筐体を用いる。また、情報入力装置の構成要素である、電磁波検
出部103、位置演算部104、形状記憶部105、情報入出力制御部201（更には物性情報記憶部
105）は、携帯型の情報端末装置の筐体に内包されている。
【００６０】
　上述したように、形状記憶部105は、筐体の外形情報を予め記憶している。さらに、本
実施例のように、情報端末装置として使用する場合、筐体を構成する要素（入力ボタン、
ディスプレイ部、受話部等）の位置情報を、情報入出力制御部201と共有する。情報入出
力制御部201では、筐体を構成する各要素と、人体の一部との相対的な距離関係について
の情報をモニタし、距離関係情報に応じて携帯型の情報端末装置の動作を制御する。この
相対的な距離関係は、上述したように、人体の一部より放射される電磁波106を用いて検
出する。また、人体の一部は、必要に応じて、人体の一部を加熱する機能を有する加熱物
体を装着してもよい。
【００６１】
　例えば、図１２のように、筐体の構成要素のうち、『2』に相当する入力ボタンに指101
が接近した時、情報入出力制御部201は、入力ボタンと指先の相対的な距離関係をモニタ
し、一定の距離を下回った（或いは接触した）場合に入力状態とするといったように、情
報の入力を行う。場合によって、ディスプレイ部にその情報を表示することもできる。
【００６２】
　また、筐体の構成要素のうち、受話部に耳101が接近した時、情報入出力制御部201は、
受話部と耳の相対的な距離関係をモニタし、一定の距離を下回った（或いは接触した）場
合に受話可能状態にするなど、携帯型の情報端末装置の動作を制御することもできる。
【００６３】
　また、筐体に、或る一定時間、人体からの電磁波106の放射がなかった場合、つまり、
この携帯型の情報端末装置が使用されていない場合、この相対的な距離関係の時間変化態
様をモニタし省電力モードにするなど、携帯型の情報端末装置の取り巻く環境状況によっ
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て動作を制御することもできる。
【００６４】
　上記構成において、物性情報記憶部107を備える場合は次の様にできる。物性情報記憶
部107では、筐体や筐体を構成する要素に関する物性の分布情報を予め記憶しており、必
要に応じて、人体の一部の位置情報について、補正をかけている。例えば、インターフェ
ース部分102の数箇所に接触させてゼロ点補正することが手段として考えられる。また、
筐体に対して、アクセサリを添付したり、ペイントを施したり、筐体を保管するカバーを
別途装着するなど、インターフェース部分102を取り巻く環境が変化した場合、再度、物
性分布情報を取得し直す機能を有していたり、または、アクセサリやカバーのように頻繁
に取り外しするような物の場合には、カバーの有無によって物性分布情報を切り替える機
能を有していてもよい。また、操作する物体101の個体差に対しての補正をかける機能を
有していてもよい。
【００６５】
（実施例２）
　ここでは、上述した情報入力装置として、PDA(Personal Digital Assistance)のような
携帯型の情報端末装置のうち、ペン入力機能を伴う情報端末装置への適応例を示す。図１
３に本実施例におけるペン入力機能を伴う情報端末装置の構成を示す。本実施例では、物
体101として、電磁波106を放射するペンを用いる。また、インターフェース部分102とし
て、ペン入力機能を伴う情報端末装置の筐体を用いる。また、情報入力装置の構成要素で
ある電磁波検出部103、位置演算部104、形状記憶部105、情報入出力制御部201（更には物
性情報記憶部105）は、ペン入力機能を伴う情報端末装置の筐体に内包されている。
【００６６】
　上述したように、形状記憶部105は、筐体の外形情報を予め記憶している。さらに、本
実施例のように、ペン入力機能を伴う情報端末装置として使用する場合、ディスプレイ部
などの書き込み可能領域と不可領域の位置情報を、情報入出力制御部201と共有する。ま
た、情報入出力制御部201では、ディスプレイ上に表示されているGUI(Graphical User
Interface)の位置情報を管理している。そして、情報入出力制御部201では、書き込み可
能領域とペン先との相対的な距離関係をモニタし、距離関係情報に応じて、情報の操作を
行う。この相対的な距離関係は、上述したように、ペン先より放射される電磁波106を用
いて検出する。また、ペンは、必要に応じて、ペン先を加熱する機能を有していてもよい
。
【００６７】
　例えば、図１３のように、ディスプレイ上に表示されているGUIのうち、『OK』ボタン
領域にペン先が接近した時、情報入出力制御部201は、該ボタン領域とペン先の相対的な
距離関係をモニタし、一定の距離を下回った（或いは接触した）場合に選択状態とし、所
定の動作を行うように、GUIの動作を制御する。また、ドラッグ、ダブルクリックなどの
機能も、選択状態と非選択状態の組み合わせにより、使用可能である。
【００６８】
　また、ディスプレイ上に情報を入力する場合、ディスプレイ上の入力可能領域にペン先
が接近した時、情報入出力制御部201は、入力可能領域とペン先の相対的な距離関係をモ
ニタし、一定の距離を下回った（或いは接触した）場合に入力可能状態とし、情報の入力
を行うなど、情報の入出力状態を制御する。特に、情報が入力可能状態である時、ペン先
の位置によって、例えば押し込んだ時に線が太くなる、または色が濃くなるなどの制御を
直感的に行うことも可能である。
【００６９】
　上記構成においても、物性情報記憶部107を備える場合は次の様にできる。物性情報記
憶部107では、筐体における書き込み可能領域に関する物性の分布情報を予め記憶してお
り、必要に応じて、ペン先の位置情報について、補正をかけている。例えば、インターフ
ェース部分102の数箇所に接触させてゼロ点補正することが手段として考えられる。また
、書き込み可能領域に対して、保護シート貼ったり、筐体を保管するカバーを別途装着す
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るなど、インターフェース部分102を取り巻く環境が変化した場合、再度、分布情報を取
得し直す機能を有していたり、または、カバーのように頻繁に取り外しするような物の場
合には、カバーの有無によって分布情報を切り替える機能を有していてもよい。また、操
作する物体101の個体差に対しての補正をかける機能を有していてもよい。
【００７０】
（実施例３）
　ここでは、上述した情報入力装置として、テレビやパソコン、及びその他タッチパネル
を有するディスプレイ装置への適応例を示す。図１４に、本実施例におけるディスプレイ
装置として、テレビにタッチパネル機能を付加した情報入力装置の構成を示す。本実施例
では、物体101として、人体の一部を用いる。また、インターフェース部分102として、テ
レビのディスプレイを用いる。情報入力装置の構成要素である電磁波検出部103、位置演
算部104、形状記憶部105、情報入出力制御部201（更には物性情報記憶部105）は、ディス
プレイ装置の筐体に内包されている。
【００７１】
　上述したように、形状記憶部105では、筐体の外形情報を予め記憶している。さらに、
本実施例のように、ディスプレイ装置として使用する場合、ディスプレイの領域の位置情
報を、情報入出力制御部201と共有する。また、情報入出力制御部201では、ディスプレイ
上に表示されているGUIの位置情報を管理している。そして、情報入出力制御部201では、
書き込み可能領域と、例えば、指先との相対的な距離関係をモニタし、距離関係情報に応
じて、情報の操作を行う。この相対的な距離関係は、上述したように、指先より放射され
る電磁波106を用いて検出する。必要に応じて、指先を加熱する機能を有する加熱物体を
、指先に装着してもよい。
【００７２】
　例えば、図１４のように、テレビのディスプレイ上に表示されているGUIのうち、『1ch
』ボタン領域に指先が接近した時、情報入出力制御部201は、ボタン領域と指先の相対的
な距離関係をモニタし、一定の距離を下回った（或いは接触した）場合に選択状態とし、
設定された周波数の映像をディスプレイ上に表示するといったように、ディスプレイ装置
の動作を制御する。また、これらのボタン領域は、選択状態の時に任意の位置にドラッグ
することにより、所望のレイアウトのGUIに変更することもできる。
【００７３】
　また、ディスプレイ上において、指先とディスプレイの相対的な距離が一定値を下回っ
た（或いは接触した）状態で、図１４のように『ON』と指先でなぞることで、ディスプレ
イ装置の電源を入れるといったように、装置の動作を人体の動作によって制御することも
できる。
【００７４】
　上記構成においても、物性情報記憶部107を備える場合は次の様にできる。物性情報記
憶部107では、筐体や筐体を構成する要素に関する物性の分布情報を予め記憶しており、
必要に応じて、指先の位置情報について、補正をかけている。例えば、インターフェース
部分102の数箇所に接触させてゼロ点補正することが手段として考えられる。また、筐体
に対して、保護フィルタを装着したり、保護シートを貼るなど、インターフェース部分10
2を取り巻く環境が変化した場合、再度、分布情報を取得し直す機能を有していたり、ま
たは、保護フィルタのように頻繁に取り外しする物の場合には、保護フィルタの有無によ
って分布情報を切り替える機能を有していてもよい。また、操作する物体101の個体差に
対しての補正をかける機能を有していてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】本発明における空間位置検出装置の一例の概略構成図。
【図２】本発明における情報入力装置の一例の概略構成図。
【図３】電磁波検出部の構成例を示す図。
【図４】電磁波検出部の他の構成例を示す図。
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【図５】インターフェース部分に対する物体の相対的な位置情報の検出方法、及び空間位
置検出装置に関する構成の一例を説明する図。
【図６】インターフェース部分に対する物体の相対的な位置情報の検出方法、及び空間位
置検出装置に関する構成の他の例を説明する図。
【図７】インターフェース部分に対する物体の相対的な位置情報の検出方法、及び空間位
置検出装置に関する構成の他の例を説明する図。
【図８】インターフェース部分に対する物体の相対的な位置情報の検出方法、及び空間位
置検出装置に関する構成の他の例を説明する図。
【図９】本発明における空間位置検出装置の他の例の概略構成図。
【図１０】本発明における情報入力装置の他の例の概略構成図。
【図１１】インターフェース部分の誘電率が電磁波の伝搬経路に及ぼす影響を説明する図
。
【図１２】実施例１における情報入力装置のアプリケーション例を示す図。
【図１３】実施例２における情報入力装置のアプリケーション例を示す図。
【図１４】実施例３における情報入力装置のアプリケーション例を示す図。
【符号の説明】
【００７６】
101　物体
102　インターフェース部分　
103　電磁波検出部　
104　位置演算部
105　形状記憶部
106　電磁波
107　物性情報記憶部
201　情報入出力制御部
301、401　集光部
302　変位検出部
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